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新 旧 

第４章 輸出通関関係 

 

第１節 輸出申告 

 

 （輸出申告事項の登録） 

１－１ 輸出申告を行う者及びその代理人である通関業者（以下この節及び次節

において「通関業者等」という。）が海上システムを使用して輸出申告（第８

節に規定するＷＣＯ税関データ・モデルに基づく輸出申告を除く。この節、次

節及び第６節において同じ。）を行う場合は、当該申告に先立ち申告者名、数

量、価格等の必要事項を海上システムに入力させ、輸出申告事項の登録を行わ

せるものとする。 

 

第５節 積戻し申告 

 

５－１ 海上システムを使用して積戻し申告を行う場合においては、この章第１

節から第３節まで及び第８節（輸出申告・輸出許可後の訂正・コンテナー扱い申

出・ＷＣＯ税関データ・モデルに基づく輸出申告等）の規定を準用する。 

 

第８節 ＷＣＯ税関データ・モデルに基づく輸出申告等 

 

 （ＷＣＯ税関データ・モデルに基づく輸出申告等） 

８－１ ＷＣＯ税関データ・モデルに基づく輸出申告、輸出申告内容の訂正、輸

出許可内容の訂正、予備申告及び予備申告内容の訂正（以下この節において「Ｗ

ＣＯ輸出申告等」という。）を行う者及びその代理人である通関業者（以下こ

の節において「通関業者等」という。）が海上システムを利用してＷＣＯ輸出

申告等（カナダを仕向地とする貨物に係るものに限る。）を行う場合は、海上

システムに登録されている輸出貨物情報又は輸出申告情報を利用すること等

によりＷＣＯ輸出申告等における申告者名、数量、価格等の必要事項並びに次

に定める処理区分コード及び申告条件コードを入力し、送信することにより行

わせるものとする。 

  ただし、通関業者がＷＣＯ輸出申告等を行う場合には、あらかじめ通関士が

画面又は入力控により申告内容を審査した上で、当該通関士の利用者コード及

第４章 輸出通関関係 

 

第１節 輸出申告 

 

 （輸出申告事項の登録） 

１－１ 輸出申告を行う者及びその代理人である通関業者（以下この節及び次節

において「通関業者等」という。）が海上システムを使用して輸出申告を行う

場合は、当該申告に先立ち申告者名、数量、価格等の必要事項を海上システム

に入力させ、輸出申告事項の登録を行わせるものとする。 

 

 

 

第５節 積戻し申告 

 

５－１ 海上システムを使用して積戻し申告を行う場合においては、この章第１

節から第３節まで（輸出申告・輸出許可後の訂正・コンテナー扱い申出）の規

定を準用する。 
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びパスワードを入力してＷＣＯ輸出申告等を行わせなければならないので、留

意する。 

（ＷＣＯ輸出申告等の処理区分コード及び申告条件コード） 

・輸出申告を行う場合 

処理区分コード「９」、申告条件コード「Ｄ」 

・輸出申告内容又は輸出許可内容の訂正を行う場合 

処理区分コード「５」、申告条件コード「Ｄ」 

・予備申告（本申告手動起動）を行う場合 

処理区分コード「９」、申告条件コード「Ｔ」 

・予備申告後の輸出申告を行う場合 

処理区分コード「９」、申告条件コード「Ｈ」 

・予備申告内容の訂正を行う場合 

処理区分コード「５」、申告条件コード「Ｔ」 

 

 （ＷＣＯ税関データ・モデルに基づく輸出申告に係るその他の業務処理） 

８－２ 前記８－１（ＷＣＯ税関データ・モデルに基づく輸出申告等）に規定す

るＷＣＯ輸出申告等に係る業務処理等については、同項の規定のほか、この章

第１節１－３（審査区分選定）から１－７（輸出許可の通知）までの規定、第

２節（輸出許可後の訂正）、第５節（積戻し申告）及び第６節（予備審査制に

よる申告）（６－１（予備申告事項の登録）を除く。）の規定に準じて行わせ、

又は行うものとする。 

 


